
◇と き 平成１８年１２月１０日（日）

午後１時３０分から４時３０分

◇ところ 湯沢生涯学習センター　２階　第１集会室

湯沢市地域自治組織人材育成セミナー

「参加・協働のまちづくり」

第６回 学習会

＜ワークショップ検討結果＞



№ 自治組織名 氏　　名 № 自治組織名 氏　　名

1 山田自治協議会 加　藤　忠　一 1 岩崎地区自治団体連絡会議 佐々木　年 光

2 高松地区コミュニティ推進委員会 次　藤　　　 忠 2 雄勝野づくり協議会 高　岡　　　 正

3 駒形町自治区 高　橋　光　悦 3 横堀地域づくり協議会 西　村　文　昭

4 秋ノ宮地域づくり協議会 菅　　　 英　夫 4 小野地域づくり協議会 高　橋　政　美

5 皆瀬地域自治組織 麻　生　市　松 自治振興課 高　階　茂　義

佐 藤  千代志 佐　藤　児　都

小　玉　順　子

№ 自治組織名 氏　　名 № 自治組織名 氏　　名

1 幡野地区自治協議会 奥　山　久　次 1 幡野地区自治協議会 菅　谷　正　夫

2 雄勝野づくり協議会 菅　　　 則　善 2 皆瀬地域自治組織 高　橋 　　　昇

3 雄勝野づくり協議会 佐 藤　恵智子 3 会計課 安　倍　　 　譲

4 秋ノ宮地域づくり協議会 菅　　　 保　彦 4 自治振興課 新　山　喜　徳

皆瀬総合支所地域企画課 沼　倉　　　 誠 柿　崎　祐　喜

佐々木　俊 一 片 倉  美智子

№ 自治組織名 氏　　名

1 弁天地域づくり協議会 藤　田　　　 直

2 駒形町自治区 藤　原　尚　毅

3 横堀地域づくり協議会 戸　部　尚　武

4 皆瀬地域自治組織 前　山　幸　雄

雄勝総合支所地域企画課 佐　藤　和　徳

高　橋　友　之大崎地域創造研究会

大崎地域創造研究会

大崎地域創造研究会大崎地域創造研究会

皆瀬総合支所地域企画課

第６回 学習会 ＜ワークショップ＞ 班名簿

５　　班

４　　班３　　班

１　　班 ２　　班

稲川総合支所地域企画課

大崎地域創造研究会



地域自治組織人材育成セミナー 第６回 学習会 ＜ワークショップ＞

い つ

第１班

行政と協働で

できるものから

各地域づくり協議会が主体となって

自治組織だけではない、各団体を巻き込む

ＰＴＡ、老人クラブ、婦人会など

広報誌を使って周知する　→　地域内での広報

地域づくり協議会だより　など

ゴミの数や不法投棄の写真を載せて知らせる！！

行政に 設置は地域でできる

たて看板やバリケードをつくる →

どのように

何 を

だ れ が

ど こ で

事　業　企　画
どうしたらゴミを捨てない
地域住民を育てられるか？

目　　的

→



地域自治組織人材育成セミナー 第６回 学習会 ＜ワークショップ＞

行 政

個 人

市 民

コンビニなど
ゴミになるもの
使用しないよう

環境が悪化している
地区の集まりごとの
テーマに常にあげる 市全体でのクリーン

アップ活動

定期的なクリーン
アップ活動を行うそ
の結果をお知らせ
する機会をつくる

話し合いをもって互
いの意見を聞く

住民→編集
配布
行政→印刷

年4回ぐらいの発行

立看板に連絡先
（電話番号入り）
を入れる

看板設置 立看板の設置

ペナルティではない
参加のしかたをする
こと

オペレーター（住民）
の提供

写真入りの地元紙
を発行し、情報を提
供し、現状を知って
もらう

広報で周知する
（写真入で）

参加した人は捨て
なくなる 草刈り

協働で行う回数をで
きるだけ多くする

捨てられている場
所をきれいにし、捨
てづらくする

行政に頼んでもな
かなか実行してもら
えない（時間がかか
る、確認するだけ）

自転車など、ステッ
カーなどで使用者が
最後までわかるよう
にする

分別ゴミ容器を設置
し、住民の意識を高
める（モデル地区）

 生活排水
 河川改修
 池をつくる
 下水道

地域全体での美化
意識
全員参加で自己責
任

チェーン等を取り付
け入れないようにす
る

生活排水が悪化す
ると、どうなるか具
体的な例、データを
調べてみる

機材の貸し出し
行政と協働しながら、
ゴミの分別等を行う

企　業

協　働

必要な
広報

意識・モラルの向
上を図る

環境悪化
各部署ごとのク
リーンアップ

ポイ捨て
地域的目配り

ポイ捨て持ち帰り
運動

モラルの向上

モラル

第１班



地域自治組織人材育成セミナー 第６回 学習会 ＜ワークショップ＞

行 政 市 民

個 人

地域全体

農地・水・環境
と地域づくり

院内銀山

課題の整理と解決

障害者が参加し
やすい「場」づく
りの継続

○秋田県の財産として後世に
   残したい。
○院内銀山顕彰会の高齢化等

○お金
○スタッフ

○ＮＰＯ主体（県企画）の単発事業だった、
   今後も継続していきたい。
   「地域の心のバリアフリーを進めよう」

ふれあい広場

四季を通しての
観光、活用、誘
客

豊かな観光資源
の活用

桜の保護
「桜を守る会」
テング巣病

環境保全

院内銀山の保
護活動

地域の宝探し

産業振興

○住民ばかりじゃない、
   職員の意識も低い。

「ごみ」の不法投
棄。本当は市の
管理。 ○不法投棄禁止の看板設置

   （市は設置する予定）

「住民自治」に対
する意識不足

ファシリテーター
の育成（若手）

○育成講座の開催

「ゴミの清掃活動の実施」決定　⇒　将来発展した事業になる可能性

住民有志

若い人が集まら
ない

他人任せ

磁場産品の直売
地産地消

子どもがいない
家庭でも、子ど
もへの関わりを

○住民ができること
○行政ができること
　　  　↓
   具体的計画の立案
　　    　〃　　 の提案

⇒　現在、地域住民が行っているが、お金がかかるので、
     行政と協働でしていきたい。

「桜サミット」の開催をしたい。 おしら様のしだれ桜

Ｐ Ｒ

観光客対策
（駐車場、トイレ、案内板）

通学路の安全指導。
関係ないと思ってい
る人もいる。

①

稲庭　←

③

（掘り起こし）
←

④

⑤

第２班



地域自治組織人材育成セミナー 第６回 学習会 ＜ワークショップ＞

市 民行 政

個　　人

地域全体

大蔵ぶどう
（宣伝）

第３班 住みよいまちづく
りに向けた所得の
向上

積極的に仕事を
持ってくるのは行
政 地域をセールスす

る
（行政が）

もっと地域振興に
行政が力を入れ
る

商売の資金
ノウハウの提供

大型店の進出に
よる商店の経営
難

ネーミング

酒造と農家と大学
で漬物開発

ここでしかできな
いビジネスを！
山･川･果物

事業を起こすバイ
タリティ

ＪＡたよらず直接
販売に向かって
いる

販売ＰＲ

ＪＡ改革

生産組合

量の確保必要
（市場取引では）

プロジェクトチー
ムつくる

かくれた物の掘り
出し

地域を勉強する
姿勢が必要

商品研究

商品開発

生産拡大

体験プログラム
オーナー制

品質落とすと売れ
ない
品質良いものを

物産のアピール
が下手

加工
売る努力が足りな
い
販売戦略

コーディネートす
る人材育成

ダッシュ村構想

従事者増加

ぶどう
↓
ワインへ拡大

野菜直売など小さ
な商売からスター
ト

温泉との連携
（ネットワーク）



地域自治組織人材育成セミナー 第６回 学習会 ＜ワークショップ＞

地域全体

行 政 市 民

個　　人

地域行事につい
て話し合う場を持
つ

危機感を持たせる
　　　　↓
みんなの力が必要
と思わせる

現在の行事を考える場

祭
テーマに考える

テーマを決め話し
合う場を考える

リーダーを養成す
る

よそ者の意見
失敗がこわい
　　　↓
いいよって言って
もらえたら

ＰＴＡ・子ども会・婦人会･･･巻き込む
（関連行事を持ってもらう）

子どもに関わる事
から始めよう

本人に参加させ
る
参加する意思を
持たせる

第４班



地域自治組織人材育成セミナー 第６回 学習会 ＜ワークショップ＞

地域全体

行 政 市 民

個　　人

災害時の連絡網
プライバシーの問
題

積極的な提案
住民ニーズの把
握

回覧で通知
農業で忙しい

普段（日常）のつ
ながりがない（少
ない）

飲み会は気の合
う人々しか集まら
ない（若者来な
い）

子どもの行事に
親が振り回される
（ＰＴＡ活動は協
力的）

若者に主体性が
ない
リーダーがいない

若い人、女性から
意見が出てこな
い

若者は土日忙し
い

若者
夜の勤務

子どもの行事に
は熱心に取り組
む

祖父、父任せの
若者（世帯主では
ない）

楽しめる分野に
は出やすい

どうしても他人任
せになってしまう

　家族の理解

町内会の活動には出来る
だけ若い世代（子ども）を
参加させるようにしたい若者が参加しや

すい雰囲気をつく
る必要がある

高齢者、１人暮らし行事に
参加できない（隣家の若
者が代わりに参加してくれ
れば）

ペーパーでは心
が伝わらない

種類での知らせは見ても
らえない。伝わらない。声
かけ（ＴＥＬ）が重要

学校行事や地域行
事が重なる
　　　↓
学校に要望

行政は行事の日
程を調整するべ
き

課題を出し、解決
する話し合いの
場をつくる

婦人会、若妻会
の方々の意見の
場を

会合に参加する
人が限られる
（出席率悪い）

年配者と若い人
のノミニケーショ
ン

祭り
子ども参加が少
ない

裸まつり
東京の人が「やり
たい」

地域の運動会に
体育指導員を。
運動会13：00まで
終われるように。
参加費徴収し、飲
み会を。

地域活動へ積極
性が乏しい

高齢化が進み、
若者が少ない。
休日の行事等は
若者は若者どうし
で予定を組んで
いるから出られな
い

長老の意見に支
配されやすい 参加者少ない

　　　↓
日程変更
（電話で声かけ）

なれない
できない

おもしろくなくては
集まらない

　　　声かけ

課　題第４班
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市 民行 政

地域全体

個　　人

市広報
月２回→１回へ

市の広報以外は会議
のお知らせしか発行し
ていないので集落内
の意識とかモラルとか
そういう面の広報をつ
くるようにしたい。

＜広報＞
・身近な情報を取り入
れ読める広報にする
・形式にとらわれずに
取り組んでいく。

手づくりの広報
（自分達でつくる）

自治とは何か
１２月中に住民アン
ケートを集める予定
それにより広報等でア
ピールする。

身近な広報を利用す
る

広報は出来るだけ写
真を多く（人物）

町内会報を活用
広報通信委員から意
見を取り入れてる

・行政　　　・町内会
・地域づくり
・議会だより
・県　　 　　・社協
・学校　　　・警察

･課題
　↓
・解決策
　↓
･官民の分類
　↓
・事業計画

第５班 テーマ　広報


